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●●平成７４年平成７４年度度（（２０６２年２０６２年度度）ま）までの４７年間で延べ床面積を２０％以上縮での４７年間で延べ床面積を２０％以上縮減減
●大規模改修等の見直し ●管理運営コストの見直●大規模改修等の見直し　●管理運営コストの見直しし

市民会議の様子

この基本理念は、
市民会議で出た
アイデアを基に
決定しました。

基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本
理理理理理理理理理理理理理念念念念念念念念念念念念念

　公共施設の延べ床面積を縮減するなどの効果的な
対応により、行政需要や財政規模に見合った将来世代まで持続可能
な施設総量や配置の適正化を図ります。

持続可能な施設総持続可能な施設総量量
　時代やニーズの変化を的確にとらえ、新た

な価値を創造し、満足度の高い魅力あるサービスの実現を目
指します。

魅力あるサービスの実魅力あるサービスの実現現

　将来世代の大きな財政負担としないよう
に、公共施設の整備や維持管理等のすべてのコストの縮減、
平準化を図ります。

コストの縮減と平準コストの縮減と平準化化
　可変的な施設づくりや適切な保全を実施し、安

全・安心な施設を維持することにより、保有する施設を長期的に活
用するとともに、防災、環境、福祉などの対応を図ります。

長く活用できる施長く活用できる施設設

　小平市の公共施設は、急激に人口が増加した１９６０年代から１９７０
年代にかけて集中して整備し、平成２５年度（２０１３年度）現在で、そ
の数は１８０施設、延べ床面積は約３１万㎡ となっています。
　これら公共施設の老朽化が進む中、少子高齢化の時代を迎え、子
や孫といった将来世代まで持続可能で、誰もが期待や希望を抱く
ことができるような時代の変化に対応した場が求められています。
　こうした状況を踏まえ、市制施行１００周年に向けた「次なる豊か
さ」を実現するための取り組みの一つとして公共施設マネジメント
基本方針を策定しました。

いつまでもわくわくする場を
みんなで創ろう

いつまでもわくわくする場いつまでもわくわくする場をを
みんなで創ろみんなで創ろうう

取り組み方策の例 施設の状況などに合わせて、次のような方策を実施します。

連携

民
間
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業
者

民
間
事
業
者

民
間
事
業
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市　

民

市　

民

市　

民

行　

政

行　

政

行　

政

１１１１１１１
方方針針

３３３３３３３
方方針針

４４４４４４４
方方針針

２２２２２２２
方方針針

●複合化（異なる種類の公共施設を統合）

小平市他
自
治
体

他
自
治
体

●広域連携（複数の自治体による協力） ●公民連携（行政と民間のパートナーシップ）

小川町一丁目地域センター・児童館

複数の公共施設の
複合化イメージ
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小平市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます この市報は環境に配慮して、古紙配合の再生紙、低VOCインキを使用しています。

平成28（2016）. 2 . 5 2

　人口は減少が始まり、かつて誰も経
験したことのない少子高齢社会になる
ことが予測されます。

　公共施設は老朽化が進んでおり、今後一斉に更
新の時期を迎えます。し
かし、すべての公共施設
を同規模で更新するため
の費用を確保することは
困難です。

　基本方針に基づき、１０年間を１期とした（仮称）公共施設適正
配置実施計画を平成２８年度に策定します。個別施設のあり方など
について、市民の皆さんと一緒に検討していく予定です。

基本方針方
針

計
画

0

100

200

300

400

500
億円 施設更新・改修に係る費用

平成29年度
～平成38年度

平成39年度
～平成48年度

平成49年度
～平成58年度

平成59年度
～平成68年度

平成69年度
～平成74年度

９施設
203億円
９施設
203億円
９施設
203億円

49施設
455億円
49施設
455億円
49施設
455億円

35施設
357億円
35施設
357億円
35施設
357億円

29施設
172億円
29施設
172億円
29施設
172億円

９施設
27億円
９施設
27億円
９施設
27億円

平成２７年

平成２８年度～平成７４年度（２０１６年度～２０６２年度）

なぜ公共施なぜ公共施設設
マネジメントが必マネジメントが必要要
なのでしょうかなのでしょうか　　

基本方針策定の背景基本方針策定の背基本方針策定の背景景
１ 人口減人口減少少・・
少子高齢少子高齢化化

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

市民会議
（４回と番外編）

出前説明
（３回）

市民意見公募
（パブリック
コメント）

アドバイザー会議（３回）

市議会　公共施設マネジメント調査特別委員会（４回）

素案説明会
（５回）

公
共
施
設
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市
民
意
見
交
換
会
（
６
回
）

３ 施設の老朽施設の老朽化化・・
更新時期の集更新時期の集中中

42％減 34％減 33％増

平成22年（2010年）

平成72年（2060年）

将
来
的

将
来
的
なな
３３
つ
の
課

つ
の
課
題題

将
来
的

将
来
的
なな
３３
つ
の
課

つ
の
課
題題

策 定 ま で の 経 緯

公
共
施
設
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

公
共
施
設
白
書　

発
行

企画政策部行政経営課 緯 042（346）9756  胃 042（346）9513  死 gyoseikeiei@city.kodaira.lg.jp問合せ

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基
本
方
針　

策
定

後 の 予 定今
　基本方針は、市政資料コ
ーナー（市役所１階）、東
部・西部出張所、各公共施
設で閲覧できるほか、小平
市ホームページでもご覧に
なれます。
　また、市政資料コーナー、
東部・西部出張所では販売
もしています（１部９０円）。

　個人市民税の税収が減少し、社
会保障関係の支出が増加するな
ど、現在の財政バランスが悪化す
る可能性があります。

２ 財政バラン財政バランスス
の悪の悪化化

基
本
方
針（
素
案
）公
表

平成２９年度～平成３８年度
（２０１７年度～２０２６年度）

平成３９年度～平成４８年度
（２０２７年度～２０３６年度）

平成４９年度～平成５８年度
（２０３７年度～２０４６年度）

平成５９年度～平成６８年度
（２０４７年度～２０５６年度）

平成６９年度～平成７４年度
（２０５７年度～２０６２年度）
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小平市公共施設マネジメント マンガ教室実施要項 

 

【 テ ー マ 】 

小平市の公共施設を題材としたマンガを描きませんか！ 

【目的など】 

①背景と目的 

小平市には、学校や図書館など多くの公共施設があります。 

これからの社会を見通すと、多くの公共施設が古くなり、小平市全体の人口が減り、また高齢者が

増えて子どもたちが減っていくなどの状況が予想されます。 

現在、市ではこれらの状況に対応するため、公共施設に関する取組み（公共施設マネジメント）を

進めています。公共施設について市民の皆さんに親しみを感じてもらい、また関心を持ってもらうた

め、学校や図書館、公民館といった公共施設を題材にしたマンガを、プロのマンガ家の指導のもと作

成します。マンガ教室で作成した作品（以下「作品」という。）は作品集としてまとめ、公共施設に関

するマンガ作品集として広報などに活用していきます。 

②公共施設マネジメントとは 

人口が減り（人口減尐）、子どもが減り高齢者が増え（尐子高齢化）、古くなっていく公共施設（公共施設の老

朽化）などに対応し、良好な状態で未来の子どもたちに引き継ぐための取組みをいいます。 

【内   容】 

プロのマンガ家による指導のもと、公共施設を舞台にしたストーリーでマンガを描きます。また、マンガ教室の

冒頭には、市が取り組む公共施設マネジメントの内容について説明があります。なお、マンガ教室でマンガの

描き方を学び、その後、公募にて作品を応募することも可能です。 

【開催日】 

５月２６日、６月２日、６月９日、６月１６日 いずれも木曜日、１８時３０分から２０時３０分まで 

【参加資格】 

在住（市内にお住まいの方）、在勤（市内でお仕事をしている方）、在学（市内の学校に通っている方）

の方が対象です。中学生以下の参加は保護者同伴で参加できます。 

        別添の参加申込書を、平成２８年５月２０日（金）までに問合せ先へ 

       （送付、ファクシミリ、電子メール可） 

【原稿返却】 

作品は原則として返却しません。返却を希望する場合は、本人の郵便番号・住所・名前を書いた返信用封

筒を事前にご用意ください。着払いにて返信いたします。返却は、10月頃を予定しています。 

  ※角2型封筒であれば、Ａ４サイズの原稿を折らずに送付できます。 

【注意事項】 

①作品は、第三者の著作権、著作者人格権、意匠権、商標権、その他の第三者の権利を侵害しないものであ

ること。作品に関して第三者からこれらの権利に関する何らかの請求があった場合、一切の責任は参加者が

負うこと。なお、侵害する場合及び侵害のおそれがある場合は、作品を広報に活用しない場合があります。 

②作品の著作権は、小平市に帰属します。また小平市が、小平市ホームページへの掲載や印刷等その他広

報へ活用する際に、作品の絵などに濃度調整等の編集・修正を行うことがあります。 
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  ③露骨な性的表現、卑猥な表現、暴力的表現、不適切な言語表現、身体的に危険な表現、公共または個人

の器物損壊に関わる表現を含む場合には、作品を掲載しない場合があります。 

【掲 載 等 】 

作品は公募で集まった作品と共に冊子として印刷・発行する予定です。また、小平市ホームページや紙媒

体での配布その他ＰＲに活用しますので、ご了承ください。なお、ペンネームを記載した場合は、作品掲載に

ついてすべてペンネームになります。 

【スケジュール概 要 】 

4月20日(水) 募集開始（応募要項配布） 

5月19日(木) マンガ教室説明会開催（マンガ作品募集説明会合同開催） 

5月20日(金) マンガ教室参加申込み締切日 

5月26日(木) 第１回マンガ教室 

6月 2日(木) 第２回マンガ教室 

6月 9日(木) 第３回マンガ教室 

6月16日(木) 第４回マンガ教室（最終回） 

7月21日(木) 公募によるマンガ締切日 

8月       編集印刷 

9月       発行 

※スケジュールは都合により変更されることがあります。あらかじめご了承ください。 

【資   料】 

●小平市公共施設白書（H27.2）概要版 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/041/attached/attach_41936_1.pdf 

●小平市公共施設白書（H27.2） 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/041/attached/attach_41936_2.pdf 

●小平市公共施設マネジメント基本方針 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/047/attached/attach_47372_1.pdf 

●市報こだいら 公共施設マネジメント特集号（H28.5）【第1面】 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/shihou/047/attached/attach_47957_1.pdf 

市報こだいら 公共施設マネジメント特集号（H28.5）【第2面】 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/shihou/047/attached/attach_47957_2.pdf 

◆（参考）武蔵野市マンガ「わたしたちで考える公共施設の未来」 

http://www.asia-u.ac.jp/uploads/files/20150324140104.pdf 

◆（参考）さいたま市マンガ「どうなる？どうする？さいたま市の公共施設」 

http://www.city.saitama.jp/006/007/014/014/001/p037670_d/fil/panfuretto03.pdf 

 

申込先・問合せ先 

〒187-8701 東京都小平市小川町2-1333 

小平市役所企画政策部行政経営課 施設マネジメント担当宛 

電話：042-346-9756、FAX：042-346-9513 E-mail：gyoseikeiei@city.kodaira.lg.jp 
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小平市公共施設マネジメント マンガ教室参加申込書 

 

 

ふりがな

ふりがな

ふりがな

〒

※日中連絡がつく連絡先

メールアドレス

在住 在勤 在学 歳年齢

応募したきっかけ

①小平市ホームページ　 ②市報こだいら         ③市Ｔｗｉｔｔｅｒ           ④ポスター・チラシ

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　市民の別
※あてはまるものに○印

電話番号

　　　　ペンネーム
※ご希望の方のみ記入

　　　　　　名前

　　　　　住所

　　保護者の名前
※中学生以下は保護者の同
伴が必要につき記入
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小平市公共施設マネジメントに関するマンガ募集要項 

 

【 テ ー マ 】 

小平市の公共施設を題材としたマンガを描きませんか！ 

【目的など】 

①背景と目的 

小平市には、学校や図書館など多くの公共施設があります。 

これからの社会を見通すと、多くの公共施設が古くなり、小平市全体の人口が減り、

また高齢者が増えて子どもたちが減っていくなどの状況が予想されます。 

現在、市ではこれらの状況に対応するため、公共施設に関する取組み（公共施設マネ

ジメント）を進めています。公共施設について市民の皆さんに親しみを感じてもらい、

また関心を持ってもらうため、学校や図書館、公民館といった公共施設を題材にしたマ

ンガを募集します。応募作品は作品集としてまとめ、公共施設に関するマンガ作品集と

して広報などに活用していきます。 

②公共施設マネジメントとは 

人口が減り（人口減少）、子どもが減り高齢者が増え（少子高齢化）、古くなっていく公共施設

（公共施設の老朽化）などに対応し、良好な状態で未来の子どもたちに引き継ぐための取組み

をいいます。 

【内  容】 

公共施設を題材にしたストーリーでマンガを描いてください。 

※内容の例 

（例１）学校や図書館といった公共施設での思い出とこれからの公共施設への思い 

（例2）社会の状況が変化するなかで公共施設のあり方に関する内容 

（例3）未来の子どもや高齢者にとって「わくわく」する公共施設に関する内容 

【応募資格】 

在住（市内にお住まいの方）、在勤（市内でお仕事をしている方）、在学（市内の学校に

通っている方）が対象です。複数の作品を応募していただいても結構です。なお、未投

稿のオリジナル作品に限ります。マンガ研究会などの団体としての応募も可能です。た

だし、団体内に対象外となるメンバーにメンバーが含まれている場合は不可とさせてい

ただきます。 

【原稿枚数】 

20ページ以内 

【用   紙】 

A4サイズ（210mm×297mm）のマンガ原稿用紙またはケント紙。マンガ冊子として印刷する際

は、B6サイズとなります。 

【応募原稿】 
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①紙原稿の場合 

用紙の表側に、鉛筆で（墨汁、製図用インクまたは黒ペンでも構いません）で描き、折らずに

お送りください。表と裏の両面には描かないでください。コピーの使用はできません。各原稿

の下部には、必ず鉛筆でページの番号を記入してください。 

②デジタル原稿の場合 

データを入れたCD-R（compact disk - recordable）と出力見本の両方を同封してください。

解像度は、600ｄｐｉ以上としてください。応募作品はモノクロで作成してください。 

【原稿返却】 

原稿は原則として返却しません。返却を希望する場合は、応募する時と同じ金額の切手を貼

り、応募者本人の郵便番号・住所・名前を書いた返信用封筒を同封してください。郵送料につい

ては郵便局にお問い合わせください。返却は、10月頃を予定しています。 

  ※角2型封筒であれば、Ａ４サイズの原稿を折らずに送付できます。 

【応募用紙】 

下記の応募用紙（コピーでも構いません）に記入して、応募原稿と一緒に同封してお送りくだ

さい。 団体として応募する場合は、「応募者基本情報シート 様式１」に加え、「団体応募記載シ

ート 応募者一覧表 様式２」も必要となります。 

【注意事項】 

①応募作品は、第三者の著作権、著作者人格権、意匠権、商標権、その他の第三者の権利を

侵害しないものであること。応募作品に関して第三者からこれらの権利に関する何らかの請求

があった場合、一切の責任は応募者が負うこと。なお、侵害する場合及び侵害のおそれがあ

る場合は、作品を広報に活用しない場合があります。 

②応募作品の著作権は、小平市に帰属します。また小平市が、小平市ホームページへの掲載

や印刷等その他広報へ活用する際に、作品の絵などに濃度調整等の編集・修正を行うことが

あります。 

③露骨な性的表現、卑猥な表現、暴力的表現、不適切な言語表現、身体的に危険な表現、公

共または個人の器物損壊に関わる表現を含む場合には、作品を広報に活用しない場合があ

ります。 

【掲 載 等 】 

応募作品は、マンガ教室で作成された作品と共に冊子として印刷・発行する予定です。また、

小平市ホームページや紙媒体での配布その他ＰＲに活用しますので、ご了承ください。なお、ペ

ンネーム又は団体名を記載した場合は、作品掲載についてすべてペンネーム又は団体名にな

ります。 

【スケジュール概要】 

４月20日(水) 募集開始（応募要項配布） 

5月19日(木) マンガ作品募集説明会開催（マンガ教室合同開催） 

7月21日(木) 募集締め切り 
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8月      編集印刷 

9月       発行 

※スケジュールは都合により変更されることがあります。あらかじめご了承ください。 

【資   料】 

●小平市公共施設白書（H27.2）概要版 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/041/attached/attach_41936_1.pdf 

●小平市公共施設白書（H27.2） 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/041/attached/attach_41936_2.pdf 

●小平市公共施設マネジメント基本方針 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/047/attached/attach_47372_1.pdf 

●市報こだいら 公共施設マネジメント特集号（H28.5）【第1面】 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/shihou/047/attached/attach_47957_1.pdf 

市報こだいら 公共施設マネジメント特集号（H28.5）【第2面】 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp/shihou/047/attached/attach_47957_2.pdf 

◆（参考）武蔵野市マンガ「わたしたちで考える公共施設の未来」 

http://www.asia-u.ac.jp/uploads/files/20150324140104.pdf 

◆（参考）さいたま市マンガ「どうなる？どうする？さいたま市の公共施設」 

http://www.city.saitama.jp/006/007/014/014/001/p037670_d/fil/panfuretto03.pdf 

 

応募締切：平成２８年７月２１日（木） （消印有効） 

 

応募先・問合せ先 

〒187-8701 東京都小平市小川町2-1333 

小平市役所企画政策部行政経営課 施設マネジメント担当宛 

電話：042-346-9756、FAX：042-346-9513 

E-mail：gyoseikeiei@city.kodaira.lg.jp 
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小平市公共施設マネジメント マンガ作品応募用紙 

 

 

 

 

 

 

 

応募者基本情報シート　様式１
ふりがな

ふりがな

ふりがな

〒

※日中連絡がつく連絡先

在住 在勤 在学 歳

③市Twitter ④ポスター・チラシ

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

応募したきっかけ

年齢
※年代でも可

　　　　市民の別
※あてはまるものに○印

ページ数

①小平市のホームページ ②市報こだいら

電話番号

投稿歴・掲載歴（雑誌名やコンテスト名等）

　　　　ペンネーム
※個人応募でペンネーム希望
の場合記載
※団体応募で団体名で掲載
希望の場合は記入不要

　　　　　　名前
※団体での応募の場合は代
表者の名前

　　　　　住所
※団体での応募の場合は代
表者の住所

　　　　　団体名
※様式2も記載が必要
※個人での応募の場合は記
載は不要
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団体名

◎在住・在勤・在学の欄に当てはまるものひとつに○

№ 応募者の名前 年齢 在住 在勤 在学

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

団体応募記載シート　応募者一覧表　様式２
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合同説明会
（マンガ教室・マンガ作品募集）

5月19日（木）午後6時30分～8時30分 中央公民館講座室2
参加費：無料 定員：30名 申込み：丌要

 
 

公共施設を題材としたマンガを描いてみませんか!!

1. マンガ教室
プロのマンガ家からマンガの描き方などを学べます。

また、題材となる公共施設マネジメントに関する説明もします。

◆日 時 5月26日～16日の毎週木曜日（計4回） 午後6時30分～8時30分
◆場 所 中央公民館講座室２
◆対象者 市内在住・在勤・在学の方 ※中学生以下は保護者同伴
◆参加費 無料
◆定 員 30名（応募者多数の場合は抽選）
◆講 師 戸城 イチロさん（マンガ家）
◆持ち物 鉛筆、消しゴム、定規ほか
◆申込み 5月20日（金）までに、住所、名前、年齢、電話番号、電子メールアドレス、

市内在住・在勤・在学の別を問合せ先へ

２．マンガ作品募集
公共施設を題材にしたマンガを募集します。

●応募資格 市内在住・在勤・在学の方。団体応募も可。
●原稿枚数 20ページ以内
●用 紙 A4サイズのマンガ原稿用紙またはケント紙
●応募原稿 ①紙原稿の場合 用紙の表面に鉛筆などで描き、折らずに送ってください。

②デジタル原稿の場合 データを入れたCD-Rと出力見本の両方を同封してください。
●応募締切 7月21日（木）までに問合せ先へ

問合せ先 小平市 行政経営課 （〒187-8701 小平市役所）
☎042（346）9756 FAX 042（346）9513 ✉gyoseikeiei@city.kodaira.lg.jp

※詳しくは小平市ホームページ掲載の「小平市公共施設マネジメントマンガ教室実施要項」、
ならびに「小平市公共施設マネジメントに関するマンガ募集要項」をご覧ください。

http://www.city.kodaira.lg.jp/kurashi/049/049246.html
※裏面にそれぞれの要項の抜粋版を掲載しております。ご参照ください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の公共施設に、より親しみと関心などを持っていただくために
マンガ教室とマンガ作品を募集します。
作品は冊子としてまとめ、記念品として差し上げます。
また、公共施設マネジメントの広報物として各公共施設で閲覧できる
よう設置します。
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● 共通（抜粋） 

【背景と目的】 

小平市には、学校や図書館など多くの公共施設があります。 

これからの社会を見通すと、多くの公共施設が古くなり、小平市全体の人口が減り、また高齢者が増えて子どもたちが減っていくなど

の状況が予想されます。 

現在、市ではこれらの状況に対応するため、公共施設に関する取組み（公共施設マネジメント）を進めています。公共施設について市

民の皆さんに親しみを感じてもらい、また関心を持ってもらうため、学校や図書館、公民館といった公共施設を題材にしたマンガを募集

します。マンガ教室で作成した作品や応募のあった作品（以下「作品」という。）は作品集としてまとめ、公共施設に関するマンガ作品集と

して広報などに活用していきます。 

【公共施設マネジメントとは】 

人口が減り（人口減尐）、子どもが減り高齢者が増え（尐子高齢化）、古くなっていく公共施設（公共施設の老朽化）などに対応し、良好

な状態で未来の子どもたちに引き継ぐための取組みをいいます。 

【注意事項】 

①作品は、第三者の著作権、著作者人格権、意匠権、商標権、その他の第三者の権利を侵害しないものであること。作品に関して第三

者からこれらの権利に関する何らかの請求があった場合、一切の責任は参加者が負うこと。なお、侵害する場合及び侵害のおそれがあ

る場合は、作品を広報に活用しない場合があります。 

②作品の著作権は、小平市に帰属します。また小平市が、小平市ホームページへの掲載や印刷等その他広報へ活用する際に、作品

の絵などに濃度調整等の編集・修正を行うことがあります。 

③露骨な性的表現、卑猥な表現、暴力的表現、不適切な言語表現、身体的に危険な表現、公共または個人の器物損壊に関わる表現

を含む場合には、作品を掲載しない場合があります。 

● 小平市公共施設マネジメントマンガ教室実施要項（抜粋） 

【内   容】 

プロのマンガ家による指導のもと、公共施設を舞台にしたストーリーでマンガを描きます。また、マンガ教室の冒頭には、市が取り組む

公共施設マネジメントの内容について説明があります。なお、マンガ教室でマンガの描き方を学び、その後、公募にて作品を応募するこ

とも可能です。 

【原稿返却】 

作品は原則として返却しません。返却を希望する場合は、本人の郵便番号・住所・名前を書いた返信用封筒を事前にご用意ください。

着払いにて返信いたします。返却は、10月頃を予定しています。※角2型封筒であれば、Ａ４サイズの原稿を折らずに送付できます。 

【掲 載 等】  

作品は公募で集まった作品と共に冊子として印刷・発行する予定です。また、小平市ホームページや紙媒体での配布その他ＰＲに

活用しますので、ご了承ください。なお、ペンネームを記載した場合は、作品掲載についてすべてペンネームになります。 

● 小平市公共施設マネジメントに関するマンガ募集要項（抜粋） 
【内   容】 

公共施設を題材にしたストーリーでマンガを描いてください。（以下、内容の例） 

（例1）学校や図書館といった公共施設での思い出とこれからの公共施設への思い 

（例2）社会の状況が変化するなかで公共施設のあり方に関する内容 

（例3）未来の子どもや高齢者にとって「わくわく」する公共施設に関する内容 

【応募資格】 

在住（市内にお住まいの方）、在勤（市内でお仕事をしている方）、在学（市内の学校に通っている方）が対象です。複数の

作品を応募していただいても結構です。なお、未投稿のオリジナル作品に限ります。マンガ研究会などの団体としての応募も

可能です。 

【原稿枚数】 

20ページ以内 

【用   紙】 

A4サイズ（210mm×297mm）のマンガ原稿用紙またはケント紙。マンガ冊子として印刷する際は、B6サイズとなります。 

【応募原稿】 

①紙原稿の場合 

用紙の表側に、鉛筆で（墨汁、製図用インクまたは黒ペンでも構いません）で描き、折らずにお送りください。表と裏の両面には描かな

いでください。コピーの使用はできません。各原稿の下部には、必ず鉛筆でページの番号を記入してください。 

②デジタル原稿の場合 

データを入れたCD-R（compact disk-recordable）と出力見本の両方を同封してください。解像度は、600ｄｐｉ以上としてください。応募

作品はモノクロで作成してください。 

【原稿返却】 

原稿は原則として返却しません。返却を希望する場合は、応募する時と同じ金額の切手を貼り、応募者本人の郵便番号・住所・名前

を書いた返信用封筒を同封してください。郵送料については郵便局にお問い合わせください。返却は、10月頃を予定しています。※角2

型封筒であれば、Ａ４サイズの原稿を折らずに送付できます。 

【応募用紙】 

応募用紙（コピーでも構いません）に記入して、応募原稿と一緒に同封してお送りください。 団体として応募する場合は、「応募者基

本情報シート 様式１」に加え、「団体応募記載シート 応募者一覧表 様式２」も必要となります。 

※応募用紙は小平市のホームページからダウンロードできます。 

【掲 載 等】  

応募作品は、マンガ教室で作成された作品と共に冊子として印刷・発行する予定です。また、小平市ホームページや紙媒体での配布

その他ＰＲに活用しますので、ご了承ください。なお、ペンネーム又は団体名を記載した場合は、作品掲載についてすべてペンネーム又

は団体名になります。 
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プロのマンガ家がマンガの描き方を教えてくれるよ！
あと公共施設マネジメントの話も聞けるよ！
☆市内在住・在勤・在学の方対象
5月26日～6月16日の毎週木曜 午後6時30分～8時30分
中央公民館講座室2 参加費無料 定員30名
5月20日（金）までに問合せ先に申し込んでね！

市の公共施設に、より親しみと関心などを持っていただく
ためにマンガ教室とマンガ作品を募集します。
作品は冊子としてまとめ、記念品として差し上げます。
また、公共施設マネジメントの広報物として各公共施設で
閲覧できるよう設置します。

合同説明会
（マンガ教室・マンガ作品募集）

5月19日（木）午後6時30分～8時30分
中央公民館講座室2 申込み：不要
参加費：無料 定 員：30名

問合せ先

小平市 行政経営課

（〒187-8701 小平市役所）
☎042（346）9756

FAX 042（346）9513
✉gyoseikeiei@city.kodaira.lg.jp

※4 コマ マンガ 小平市作成 

公共施設を題材にしたマンガを募集するよ!
☆応募資格は市内在住・在勤・在学の方！
団体での応募も可能だよ。
7月21日（木）までに問合せ先に応募してね！

詳しくは小平市ホームページの
「小平市公共施設マネジメント
マンガ教室実施要項」、
「小平市公共施設マネジメントに
関するマンガ募集要項」を見てね！

http://www.city.kodaira.lg.jp/ku
rashi/049/049246.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設を題材としたマンガを描いてみませんか！

マンガ作品募集 

マンガ教室 
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